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 3 月 1 日中央本部は「2021 年度賃金改善等に関する申し入れ」第 1回交渉を

行いました。会社発足以降初めての赤字という厳しい状況となりますが、全組

合員で今春闘をたたかい、勝利するために「2021 春闘の取り組みアンケート」

に取り組みます。取り組みの 3本柱である「①賃金引き上げを求める取り組み」

「②赤字下における企業活動などの点検活動」「③コロナ禍における労働環境

の点検行動と改善する取り組み」について職場環境、労働実態など身近な問題

から取り上げ、私たち東日本ユニオンが先頭になって職場から労働者の要求と

会社に対するチェック機能を果たしていきましょう！ 

 これまで地本は健全な企業活動やコロナ対策について、交渉の場を通じて会

社と議論を深めてきました。会社は諸会議についてコロナ対策を講じた上で必

要な研修、会議は開催すると説明してきました。実際に延期やテレビ会議等に

変更になった件もありましたが、まだこの時期にあえて緊急事態宣言が発せら

れている地域で研修等が行われようとしていませんか？必要な研修であれば少

なくとも対象者には納得のいく説明がされるべきではありませんか？ 

 また経費削減とコピー用紙 1 枚節約を言われる一方で、職場に不釣り合いな

モニターディスプレイが設置されたり、使用できない器具が導入されるなど明

らかに無駄と思えるような事態はありませんか？ 

 アンケートの取り組みを通じて職場で発生している愚痴を愚痴のまま終わら

せることなく、労働組合の力で改善し1円でも多く賃金改善を実現しましょう！ 
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